
～ 令和7年2月28日

（対象者数） 24名 （回答者数） 14名

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容を工夫し、子ども同士の関わりがより充実するよう

に支援見守りを行う

2

引き続き、一緒に様々な経験をしていきいろいろな気持ちを

共有してけるよう活動や支援方法を見直していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校休校日などに地域施設を利用するなど活動内容を工夫

し、より関わる機会を作る。

2

地域事業所と連携を図り情報交換等を行いながら、より支援

が充実したものになるようにする。

3

小集団の中で、子ども同士が自分の居場所作りができている 子ども同士の関わりのきっかけ作りを行っている

チーム力 様々な経験を共有しながら、子ども・職員が一体となり一緒に

過ごすことを楽しんでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との関わりが少ない おでかけ、お買い物等設けてはいるが、積極的には関われて

いない。

地域事業所との関わりが少ない グループ内での情報交換や関わりでとどまっている。

地域へ目を向け切れていない。

令和6年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス・アニマート宮崎しまのうち

○保護者評価実施期間 令和6年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


